
茨城県の金融機関トップが語る
も
の
づ
く
り
・
農
業
を
支
援

茨城県信用組合

幡谷祐一理事長

　
県
内
経
済
は
東
日
本
大
震
災
の

影
響
に
よ
り
、
生
産
活
動
が
大
幅

に
低
下
す
る
な
ど
急
速
に
悪
化
し

て
い
る
。
原
発
事
故
や
余
震
の
影

響
に
よ
り
、
当
面
は
輸
出
や
個
人

消
費
の
落
ち
込
み
が
続
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
、
地
域
経
済
の
担
い
手

で
あ
る
中
小
企
業
者
は
厳
し
い
経

営
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
当
組
合
で
は

地
震
発
生
後
直
ち
に
、
特
別
金
利

の
災
害
復
旧
資
金
の
取
り
扱
い
を

開
始
し
、
全

店
舗
に
設
置
し
た

緊
急
相
談
窓
口
で
、
生
産
設
備
な

ど
に
被
害
を
受
け
た
中
小
企
業
者

や
、
原
発
事
故
に
起
因
す
る
風
評

被
害
に
苦
し
む
農
業
者
の
資
金
繰

り
相
談
な
ど
に
応
じ
て
き
た
。
さ

ら
に
、
被
災
し
た
取
引
先
を
い
ち

早
く
支
援
す
る
た
め
、
営
業
店
長

自
ら
が
個
別
に
訪
問
し
、
被
害
状

況
と
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
た
。

　
当
組
合
で
は
、
地
域
密
着
型
金

融
推
進
計
画
の
中
で
、
も
の
づ
く

り
企
業
や
農
業
者
へ
の
支
援
強
化

を
重
点
項
目
に
掲
げ
て
い
る
。
今

年
度
は
特
に
地
元
茨
城
の
復
旧
・

復
興
支
援
に
向
け
て
、
こ
れ
ら
の

取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
こ
と

が
最
大
の
使
命
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
震
災
に

よ
り
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

供
給

網

が
寸
断
さ
れ
た
も
の
づ
く
り

企
業
や
、
風
評
被
害
に
よ
り
販
路

を
失
っ
た
農
業
者
を
支
援
す
る
た

め
、
外
部
機
関
と
の
連
携
に
よ
る

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
な
ど

に
積
極
的
に
取
り
組
む
。
ま
た
、

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
機
能
強
化
の

た
め
、
中
小
企
業
診
断
士
や
農
業

経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
人
材
の

育
成
に
も
注
力
し
て
い
き
た
い
。

地
域
の
成
長
と
と
も
に
歩
む

筑波銀行

木村興三頭取

　
茨
城
県
内
の
経
済
は
、
リ
ー
マ

ン
・
シ
ョ
ッ
ク
以
降
立
ち
直
り
を

み
せ
て
き
た
が
、
３
月

日
に
発

生
し
た
未
曽
有
の
大
地
震
に
よ
っ

て
そ
の
状
況
が
一
変
し
た
。
本
県

は
地
震
と
津
波
に
よ
る
被
害
を
受

け
た
ほ
か
、
原
発
事
故
に
よ
る
農

業
や
漁
業
へ
の
影
響
が
見
ら
れ
る

な
ど
、
震
災
の
県
内
経
済
へ
の
影

響
は
計
り
知
れ
な
い
。

　
当
行
と
し
て
も
、
地
震
直
後
か

ら
緊
急
災
害
対
策
本
部
を
立
ち
上

げ
、
休
日
営
業
の
実
施
、
金
融
相

談
窓
口
や
災
害
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
の

設
置
な
ど
、
お
客
さ
ま
の
視
点
に

立
っ
た
対
応
を
行
っ
て
き
た
。
ま

た
、
復
興
に
必
要
な
資
金
支
援
の

た
め
に
「
緊
急
特
別
融
資
制
度
」

の
新
設
や
被
災
者
向
け
住
宅
ロ
ー

ン
の
金
利
優
遇
、
事
業
者
や
農
業

者
向
け
ロ
ー
ン
の
金
利
優
遇
な
ど

金
融
面
で
の
支
援
も
行
っ
て
い

る
。
今
後
と
も
、
地
域
金
融
機
関

と
し
て
の
役
割
を
十
分
に
認
識

し
、
復
興
支
援
に
向
け
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
く
。

　
さ
て
今
年
は
、
新
銀
行
の
ス
タ

ー
ト
に
あ
た
っ
て
策
定
し
た
第
一

次
中
期
経
営
計
画
の
２
年
目
に
あ

た
る
。
こ
の
計
画
は
、
合
併
効
果

の
早
期
実
現
と
新
銀
行
の
盤
石
な

経
営
基
盤
の
確
立
を
目
的
と
し
た

も
の
で
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を

通
じ
て
地
域
経
済
を
力
強
く
支
え

て
い
く
。

　
茨
城
県
は
、
多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
地
域

の
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
震
災
後

も
変
わ
り
は
な
い
。
当
行
は
地
域

の
成
長
と
と
も
に
歩
み
、
「
地
域

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
銀
行
」
を

目
指
し
て
い
く
。

商工組合中央金庫水戸支店

被
災
企
業
支
援
を
最
優
先

中塩　浩幸支店長

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
県
北

地
域
や
鹿
行
地
域
で
津
波
や
液
状

化
の
直
接
的
被
害
が
み
ら
れ
た
ほ

か
、
内
陸
で
も
間
接
的
被
害
が
多

く
見
ら
れ
た
。
こ
の
た
め
、
産
業

基
盤
を
支
え
る
多
く
の
中
小
企
業

で
も
被
害
を
受
け
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
な
か
、
今
年
度
は
被

災
し
た
中
小
企
業
向
け
支
援
を
最

優
先
に
し
て
い
く
こ
と
が
最
大
の

使
命
だ
。
ま
ず
は
災
害
復
旧
資
金

や
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
資
金
で
中

小
企
業
の
資
金
繰
り
を
後
押
し
し

て
い
く
の
が
当
公
庫
の
役
割
だ
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
今
回
の
国

の
補
正
予
算
で
、
災
害
復
旧
資
金

や
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
資
金
が
大

幅
に
拡
充
さ
れ
て
、
金
利
負
担
を

可
能
な
限
り
抑
え
る
よ
う
な
利
子

補
給
制
度
も
創
設
さ
れ
る
た
め
、

お
客
さ
ま
に
し
っ
か
り
活
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
支
店
を
あ
げ

て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
こ
の
ほ
か
、
現
状
で
は
厳
し
い

環
境
に
あ
る
も
の
の
、
環
境
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
介
護
、
海
外
展
開
な

ど
、
こ
れ
か
ら
の
成
長
分
野
へ
積

極
的
に
挑
戦
し
て
い
る
企
業
向
け

に
は
、
「
成
長
戦
略
総
合
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
活
用
し
支
援
し
て

い
き
た
い
。

　
茨
城
県
は
産
業
基
盤
の
裾
野
は

広
く
、
独
自
性
の
強
い
、
力
の
あ

る
中
小
企
業
が
多
い
。
当
公
庫
は

全
国
規
模
の
組
織
で
は
あ
る
が
、

水
戸
支
店
は
地
域
金
融
機
関
の
一

つ
と
し
て
中
小
企
業
と
密
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が

ら
、
末
永
く
関
係
を
構
築
す
る
こ

と
で
今
後
も
地
域
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
。

日本政策金融公庫水戸支店

資
金
と
情
報
の
両
面
提
供

岡崎文太郎支店長

　
東
日
本
大
震
災
の
発
生
以
降
、

県
内
３
支
店

水
戸
、
土
浦
、
日

立
支
店

が
融
資
し
た
災
害
復
旧

関
連
の
貸
し
付
け
は
、
５
月

日

現
在
で
４
３
７
件
、
約

億
円
に

上
る
。
融
資
に
よ
ら
ず
既
存
債
務

の
資
金
繰
り
緩
和
支
援
と
し
て
行

っ
た
条
件
変
更
も
、同
７
５
６
件
、

約

億
円
に
な
る
。
５
月

日
か

ら
は
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
貸

付
の
取
り
扱
い
も
開
始
し
た
。

　
当
面
の
資
金
繰
り
支
援
に
加

え
、
今
後
本
格
的
な
復
興
に
向
け

た
取
り
組
み
も
見
込
ま
れ
る
な

か
、
茨
城
県
を
始
め
、
商
工
会
議

所
、
商
工
会
、
農
協
な
ど
関
係
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
、
東
日
本
大

震
災
で
被
害
・
影
響
を
受
け
ら
れ

た
お
客
さ
ま
に
対
し
て
、
し
っ
か

り
と
対
応
す
る
こ
と
が
当
公
庫
の

最
大
の
使
命
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
災
害
対
応
に
万
全
を
期

す
こ
と
に
加
え
、
創
業
・
新
事
業

支
援
、
６
次
産
業
化
支
援
、
海
外

展
開
支
援
な
ど
、
政
策
金
融
機
関

と
し
て
、
諸
政
策
に
も
取
り
組
ん

で
い
く
。

　
さ
ら
に
、
２
０
０
８
年
に
統
合

し
た
メ
リ
ッ
ト
の
さ
ら
な
る
効
果

を
図
る
た
め
、
国
民
・
農
林
・
中

小
事
業
間
で
連
携
し
た
融
資
や
商

談
会
・
セ
ミ
ナ
ー
開
催
な
ど
に
も

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
被
災
地
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え

れ
ば
、
被
災
さ
れ
た
お
客
さ
ま
に

対
し
、
公
庫
制
度
の
説
明
に
加
え

て
政
府
や
県
な
ど
が
行
う
大
震
災

へ
の
支
援
策
を
取
り
ま
と
め
て
提

供
す
る
こ
と
も
必
要
と
考
え
て
い

る
。
お
客
さ
ま
へ
資
金
と
情
報
の

両
面
か
ら
提
供
で
き
る
金
融
機
能

の
強
化
に
努
め
て
い
く
。

地
域
復
興
と
成
長
に
全
力

常陽銀行

鬼澤邦夫頭取

　
こ
の
た
び
の
震
災
に
よ
り
、
わ

が
国
の
経
済
は
、
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
厳
し
い
環
境
に
置
か
れ
、

復
旧
が
進
み
つ
つ
あ
る
現
在
も
、

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
へ
の
対

応
や
電
力
不
足
の
問
題
が
長
引
く

な
ど
、
先
行
き
不
透
明
な
状
況
が

続
い
て
い
る
。
茨
城
県
内
に
お
い

て
も
、
当
面
は
生
産
や
消
費
の
落

ち
込
み
が
続
き
、
本
格
的
な
回
復

に
は
相
当
な
時
間
を
要
す
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
今
年
度
よ
り
開

始
し
た
「
第

次
中
期
経
営
計

画
」
は
、
お
客
さ
ま
や
地
域
社
会

の
復
興
と
成
長
に
全
力
を
挙
げ
て

貢
献
す
る
こ
と
を
明
確
に
し
、
目

指
す
姿
を
「
地
域
と
共
に
成
長
す

る
ベ
ス
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
バ
ン
ク
」

と
し
た
。

　
災
害
ご
相
談
専
用
の
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
や
休
日
ご
相
談
受
付
窓
口

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
被
害
を

受
け
た
お
客
さ
ま
へ
向
け
た
融
資

制
度
を
創
設
し
た
。
ま
た
事
業
者

の
方
々
に
は
、
金
融
面
の
支
援
に

加
え
、
原
材
料
の
調
達
先
、
生
産

工
程
の
代
替
先
、
設
備
の
修
理
業

者
等
を
紹
介
す
る
な
ど
、
復
興
支

援
の
取
り
組
み
を
強
化
し
た
。

　
さ
ら
に
復
興
支
援
の
一
環
と
し

て
、
５
月
に
は
地
域
の
モ
ノ
づ
く

り
企
業
が
日
産
自
動
車
に
技
術
提

案
を
行
う
展
示
商
談
会
を
開
催
し

た
ほ
か
、
６
月

日
に
は
、
ア
グ

リ
関
連
事
業
者
を
迎
え
て
、
「
第

回
常
陽
食
の
商
談
会
２
０
１

１
」
を
宇
都
宮
市
で
開
催
す
る
。

　
地
域
経
済
や
地
域
社
会
に
役
立

つ
こ
と
が
当
行
の
使
命
で
あ
り
、

今
後
も
地
域
の
復
興
と
成
長
に
向

け
、
全
力
で
取
り
組
む
。

県
内
経
済
活
性
化
に
向
け
て

地域経済、中小企業復興を支援

　
県
内
の
景
気
が
回
復
基
調
に
あ
っ
た
な
か
で
起
き
た
東
日
本
大
震
災
。
多
く
の
中
小
企
業
に

お
い
て
、
工
場
建
屋
、
機
械
設
備
、
事
務
所
に
震
災
の
爪
痕
が
残
っ
た
。
こ
う
し
た
な
か
、
各

金
融
機
関
が
２
０
１
１
年
度
の
重
点
施
策
と
し
て
、
も
の
づ
く
り
企
業
な
ど
の
復
興
支
援
と
地

域
経
済
の
活
性
化
を
掲
げ
て
い
る
。
各
金
融
機
関
の
重
点
施
策
と
地
域
貢
献
に
対
す
る
考
え
方

を
、
頭
取
や
理
事
長
な
ど
ト
ッ
プ
に
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

顧
客
利
便
性
向
上
目
指
す

塙由博理事長

水戸信用金庫
　
県
内
の
経
済
情
勢
は
、
全
体
と

し
て
は
回
復
へ
の
動
き
が
見
ら
れ

て
い
た
が
、
震
災
に
よ
る
停
滞
感

は
否
め
な
い
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
に
加
え
、
震
災
や
原
発

事
故
の
影
響
は
こ
れ
か
ら
顕
著
に

な
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。
今
後

ど
の
程
度
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
不

透
明
な
状
況
だ
が
、
復
興
に
向
け

た
活
動
が
地
域
経
済
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
当
金
庫
は
震
災
か
ら
の
復
興

や
地
域
社
会
の
活
性
化
へ
の
取
り

組
み
な
ど
、
事
業
や
生
活
の
再
生

・
支
援
に
向
け
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

　
２
０
１
１
年
度
は
、
選
ば
れ
る

金
融
機
関
を
目
指
し
、
顧
客
と
の

取
引
を
永
続
さ
せ
る
た
め
、
長
期

的
な
サ
ー
ビ
ス
や
商
品
な
ど
の
充

実
を
図
り
、
顧
客
利
便
性
の
向
上

を
目
指
し
、
顧
客
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
と
メ
ー
ン
化
を
推
進
す
る
。
ま

た
地
域
密
着
型
金
融
へ
積
極
的
に

取
り
組
み
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン

グ
、
産
学
官
金
連
携
な
ど
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
地
域
経
済

の
発
展
に
貢
献
し
て
い
く
。
さ
ら

に
、
中
小
企
業
に
対
す
る
事
業
支

援
や
安
定
的
で
円
滑
な
資
金
供
給

を
行
い
、
企
業
と
と
も
に
課
題
を

解
決
し
て
行
く
金
融
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
、
震
災
復
興
へ
積
極
的
に

取
り
組
む
こ
と
で
地
域
金
融
機
関

と
し
て
の
存
在
感
を
高
め
た
い
。

　
今
後
も
地
域
や
お
取
引
先
の
信

頼
、
期
待
に
お
応
え
す
べ
く
、
お

客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
機
敏
に
対
応

す
る
と
と
も
に
新
た
な
ニ
ー
ズ
を

発
掘
し
、
新
た
な
価
値
を
ご
提
供

す
る
こ
と
で
顧
客
指
向
型
の
経
営

を
さ
ら
に
推
進
し
た
い
。

課
題
解
決
型
金
融
を
強
化

結城信用金庫

長沢廣理事長

　
当
金
庫
の
営
業
地
域
で
あ
る
県

西
地
区
に
お
い
て
も
、
震
災
に
よ

る
被
害
は
個
人
の
生
活
環
境
・
企

業
の
生
産
活
動
な
ど
幅
広
く
及
ん

で
い
る
。
ま
た
、
原
発
事
故
に
伴

う
風
評
被
害
も
重
な
り
、
回
復
の

動
き
が
見
ら
れ
た
県
内
景
況
も
先

行
き
を
懸
念
す
る
材
料
は
多
い
。

　
こ
う
し
た
な
か
、
被
災
者
支
援

を
柱
に
据
え
、
資
金
繰
り
に
支
障

を
き
た
す
中
小
零
細
企
業
や
個
人

の
お
客
さ
ま
に
は
、
迅
速
な
資
金

の
供
給
が
一
番
だ
と
考
え
る
。

　
当
金
庫
は
２
０
１
１
年
度
を
最

終
年
度
と
す
る
３
カ
年
計
画
の
な

か
で
、
今
年
度
の
事
業
計
画
と
し

て
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
の

強
化
、
地
域
密
着
型
金
融
の
深

化
、
顧
客
満
足
度
の
高
い
金
融
の

実
現
と
社
会
的
責
任
の
遂
行
な
ど

を
打
ち
出
し
て
い
る
。
特
に
地
域

経
済
活
性
化
の
た
め
に
果
た
す
べ

き
役
割
は
大
き
く
、
地
域
密
着
型

金
融
に
徹
し
、
課
題
解
決
型
金
融

へ
の
取
り
組
み
強
化
を
図
る
た

め
、
大
規
模
地
震
対
応
緊
急
特
別

融
資
の
取
り
扱
い
を
開
始
し
た
。

　
ま
た
、
店
舗
長
に
は
当
面
、
お

取
引
先
に
は
率
先
し
て
訪
問
す
る

よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
震
災
の
影
響
を
把
握
し
、

課
題
や
悩
み
な
ど
を
解
決
し
、
顧

客
満
足
度
の
向
上
に
努
め
る
。

　
今
後
も
地
域
に
根
ざ
し
た
金
融

機
関
と
し
て
腰
を
据
え
、
相
互
扶

助
を
基
本
と
し
た
信
用
金
庫
本
来

の
役
割
を
十
分
に
発
揮
す
る
た

め
、
あ
ら
ゆ
る
経
営
資
源
を
駆
使

し
、
地
域
と
向
き
合
い
、
地
域
顧

客
と
一
体
と
な
っ
て
地
域
社
会
の

持
続
的
発
展
を
め
ざ
し
た
取
り
組

み
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

茨
城
県
特
集

（ ） 【広告特集】 ２０１１年 平成２３年 ６月８日 水曜日 　　


